第１回「子どもを共に育む「親支援」プログラム」プロジェクト会議　
全体統括部会・年代別部会　合同会議　摘録案

１　日　　時：平成20年10月10日　15:30～17:30
２　場　　所：京都市勧業館みやこめっせ　大会議室

３　出席者：
４　次　　第：
　　　　　　　　
１　挨拶（京都市子育て支援政策監）

　　　　　　　本プログラムは，「子どもを共に育む京都市民憲章」の趣旨を踏まえ，親自身が，「親」としての心構えや必要な知識等を身に付け，また，支援者を養成することで，市民・地域ぐるみの子育て支援の体系的な仕組みを構築しようとするものである。本プログラムが「子育て・親育ち」の支えとなるよう，忌憚のないご意見をいただきたい。
　　　　　　

２　本日の議事等の進行について
３　プロジェクト会議設置・運営要項の説明
　事務局から，本日の議事等の進行の説明後，資料１に基づき，プロジェクト会議設置及び運営要項についての説明を行った。

４　議長・副議長の選出
　部会構成員の互選により西岡氏が議長に選出され，議長により今井氏が副議長に指名された。
５　「親支援」プログラムの概要・方針について
　事務局から，資料２に基づき，プログラムの内容案，子育て支援施策の共有化とプログラム実施に向けた仕組みづくり，プロジェクト会議の予定についての説明を行った。
６　意見交換　

議長　　　　　本日は，本プログラムを検討する会議の第１回目として，全体統括部会の部会員の他，年代別部会の皆様にもお集まりいただいた。折角の機会でもあるので，それぞれの立場で課題と思われていること，プログラムの方向性等について，自由にご意見をいただきたい。年代別部会の部会員からもご意見をお聞きしたいと思う。
委員　　　　　　　　地域で，５～６年ほど，「子育てサロン」を行っているが，毎回，新顔の親がどんどん参加するなど，増えてきている。最近は，発達障害の子どもが参加する等，広がりも出てきた。しかし，近年，命を軽視する事件が頻発している。そこで，どんな子育て支援でも「命を大切にする」という最低限の視点は入れるべきである。
委員　　　　　　　　子育て支援としては，親同士が出会って，自分の気持ちを出せる関係をつくることが大切で，その仕組みや支援者の資質も課題である。アレルギーや双子，障害など，様々な子どもの状況があり，他者から受け入れてもらえないと感じ孤立感を深めている。課題克服には，親同士の育ち合いが必要である。人には短所も長所もあるが，親支援プログラムでは，長所を強めていくということも入れていただきたい。ところで，プログラムでは，何か到達目標を定めようとしているか。
議長　　　　　生涯学習の理念としては，目指す方向はあるが，到達目標は定めないものである。

委員　　　　　　　　自分は会社経営者であり，経済同友会の教育問題研究会で，食育をテーマに研究しており，感謝する気持ちの大切さを感じている。
親支援プログラムは母親等にとって参考になると思うが，技術・ノウハウとともにベーシックな部分，例えば人間として生きていくうえで大切なことといった理念を親に教える必要がある。根幹が間違っていると，何を学んでも意味がない。
議長　　　　　理念は大切であり，親に自分で理念を考えてもらうことも必要かも知れない。

委員　　　　　　　　親支援については，広島県のプログラムのように妊娠期から必要であるが，子どもから親になる過程は，とりわけ“親になる以前の二十歳前後”も大切である。その内容であるが，自己を肯定できることが大切だと思う。そこで，助産師会で小・中・高校生向けに命と性の教室を行っている。
年代委員　　　　　親に望まれて生まれてきたと思っていない子どもが多い。そこで，児童館では，中高生と赤ちゃんの交流事業を助産師に来てもらい行っている。生まれてきたことを肯定的に考えていない中高生が，この事業を通じてダイナミックに変わっていく。大学生も同じで，出産に対して，キャリアのつまずきにつながるなど，マイナスイメージをもっているが，サポーターになった大学生は変わっていく。一方，子育て中の親も，一生懸命取り組む中高校生を見て，子どもの素晴らしさを再認識するようである。こういった事業は，子育ての大切さを次の世代につなぐという観点からも有効である。
委員　　　　　個人の意見を尊重し，自分の選択を大事とされる現代社会においては，価値観が多様化している。一方，父親が子育てに参加するのはよいが，父母が意見調整できず離婚するケースもある。
　　　　　　　親支援プログラムでは，親同士や夫，まわりの人そして子どもの価値観の違いをお互いに認め合うことの大切さを感じ，話し合うことの必要性を実感できるものであってほしい。

そういった意味では，ファシリテーター（事務局注：会議等の促進役を担う人）自身も多様な価値観のあることを認め，参加者の思いをありのままに受けとめていくファシリテート力が重要であり，支援者養成を充分に行う必要がある。

委員　　　　　　　　各地域でおやじの会が出来てきた理由の一つは，人間関係を作ることである。情報交換ができるような仕組みが求められている。作ろうとしている親支援プログラムを，少年補導委員会，体育振興会，消防団，地域女性会等の既存団体でも活用すれば，地域の多世代で交流や学びができる。
ただし，自分としては，特段仕組みをつくらなくても子育てができた，昔の日本のような社会であればと思う。
委員　　　　　　　　子育て情報誌を作っている立場から，本当に活用できる親支援冊子の作成は大変な仕事であると思う。現在，様々な冊子が出されて情報が多いが，解説を加えて渡さないと親は分からない。対象範囲を特定しない，誰が読んでも役立つものとなると，ボリュームも含めて非常に難しい。さらに，人の温かみのある言葉で補充し血の通ったものとする必要がある。このようなプログラムができればすごいことで，さすが京都市と思われる。そのためには，かなり内容を詰めないといけない。
議長　　　　　一つの内容で誰もが分かりやすいものにするか，具体的な種類を分けて分かるものにするか等，手法はいろいろあると思う。また，話合いは大切であるが，グループで話し合うときは，１グループ８人までなら話しやすいが，９人になると話しにくくなると経験で感じている。ただ，悩みをすぐに話すのは，どのような方法であれ簡単ではない。

委員　　　　　　　　小学校ＰＴＡ協議会では，市幼稚園ＰＴＡ協議会で取り組んでいる「ノーテレビ・ノーゲームデー」に準じた取組を検討している。それこそ８人ずつのグループで話し合うと，そのような取組を実践しやすい家庭，保護者が実践しにくい家庭，祖父母を説得するのが大変な家庭など，様々なケースが明らかになった。しかし，保護者が具体的な共通の課題について話し合うことの意義はあった。なお，母親同士に比べて父親は打ち解けにくく，父親同士のつながり（パパ友）の場も必要だと思う。

委員　　　　　　　　私自身は開業して３０年になるが，我々小児科医は，命を守ることや病気治療に集中していたため，子育て支援に関しては取組が遅れていた。今後は，積極的に取り組みたい。ただし，あまり理想像を求め過ぎず，ゆるい感じがよいと思う。作成する冊子も一人歩きして，スタンダードとするのではなく，気軽なものをつくったらよいと思う。
年代委員　　　　　業務では虐待事例への対応等を中心に行っており，大変な課題を抱える親も多い。この親支援プログラムがそのような親にも活用できるものになるのかどうかは不明ではあるが，地域の子育ての輪に入れない親が，虐待などの課題を抱えることになるケースも多く，このプログラムが，そうした親の相談の場にしていければと思う。
事務局　　　　　　親支援の目標は，子どもがどう育つかが目標であると思うので，子どもからの視点も大切であり，子どもの側からのメッセージとして是非入れて欲しい。子どもに対する親の理解不足も多く見られる。
年代委員　　　　　保育園では，乳幼児のお母さんたちと付き合うことが多く，かなり苦しんでいると感じる。幼児の親はノウハウが身についてきている人が多いが，乳児の親ほど苦しんでいて，虐待とはいえないまでも，不適切な養育を行っている人も多いと感じる。どちらかというと，子どもが小さい時ほど親は不安感を持っているので，そこに注目した取組を考えていただければと思う。
委員　　　　　　　　乳幼児期の保護者の日常的な子育ての疑問や悩みに丁寧に答えてきた事業の内容を集約し，楽しく子育てができる「すくすく子育てアドバイス！」をこどもみらい館から発刊した。この本が親支援の一助になればと思う。これから皆様との連携により，こどもみらい館として親支援の取組を鋭意展開していきたい。
議長　　　　　親支援に関しては，対象に応じて様々な形があり，その組合せも考えていきたい。また，子どもがどう育つかの視点からの親支援も検討する必要がある。

根幹については，会議の議論から，押さえるべき点は押さえる（命の大切さをどのように学んでいくのかなど）。

様々な視点から，本日ご意見を伺ったが，緩やかなものにするのか，限定したものにするのかこれからである。課題が多く出たが，有意義なプログラムにするために，具体的な内容については，年代別部会で検討していきたい。
７　今後のプロジェクト会議の進め方・日程等について
　具体的なプログラム内容を検討する「年代別部会」を11月17日～12月12日の間で日程調整のうえ開催する。　
＜年代別部会・妊娠期乳幼児期部会＞
部会長には，互選により，児童館学童連盟の飯吉氏が選出される。
全体委員　　　当年代別作業部会では，妊娠期～乳幼児期の親を対象に子育てに必要な知識・技術を学ぶ機会を提供するとともに，仲間づくりや親育ちの場につながるシステムを構築していきたい。皆様と子育てをめぐる様々な課題を共有しながら，新たな連携・協働の構築も視野に入れ，フレッシュな気持ちで取り組んでいきたい。
委員　　　　　　　　子どもが乳児の時は，健診に保健所に行くぐらいで，出かける場所がなかった。保健所に行くと様々なチラシや冊子が置いてあるが，内容が硬くマニュアル的で，そのとおりにしなくてはと思い疲れてしまった。その時に，民間の育児雑誌に「いろいろな親がいていいんだよ！いろいろな子どもがいていいんだよ！」と書いてあり，大変気持ちが楽になった。また，育児経験者のいろいろな意見も参考になった。　　
委員　　　　　　　　１人目が産まれた時は，母親が育児の先生だった。でも保健所の健診時の資料と母親の言うことが異なり，何が正しいのか分からなくなった。一日誰ともしゃべらない日も多くあり，乳児を連れてでも，ホッとできる場所が近くに欲しかった。また，こどもみらい館の「すくすく子育てアドバイス！」のような，読みやすい育児本がよい。最近は活字離れが進んでいるので，親の学び冊子は漫画のように視覚的にパッと見られる方が良いのではないかと思う。
委員　　　　　　　　保育園で実施している親子サロンでは，おしゃべりやゲーム等をした後に母親同士が話し合い，交流するティータイムの時間を設けており，一番ホッとされていると思う。その時に，少しエキス（アドバイスなど）を提供すると，受入れてもらいやすい。
委員　　　　　　　　出産後の母親等が児童館に，京都市指定のゴミ袋（出産お祝いレターに引換券が同封されており配布場所が児童館になっている）を受け取りに来られる時に，児童館や地域のいろんな事業の情報を伝えている。
　　　　　　　初出産の方々は児童館やその他の子育て支援事業をご存知でない方がたくさんおられ，在宅で子育てがスタートした母親たちには，まずお祝いの気持ちを伝えることを大切にし，気軽に子育てのことが聞けていろんな情報が知れる一番身近な場所になっていると認識している。ちょっとしたことで悩んだり情報を求めている親はたくさんおられるのでうまくアドバイスできるようなプログラムにしたい。
委員　　　　　　　　子育ては文化というが，見聞きして子育てできる母親はよいが，できない親をどう支援していくのかが課題だと思う。園庭開放しているが，首がすわっていない子どもを連れて来られる方もおられる。２人で閉じこもっているのではなく，親子で出ていける親の居場所が必要なのだと思う。

委員　　　　　　　　幼稚園でも，親子の学びと育ちの広場をしているが，ティータイムの時間は，和んだ雰囲気になり，おしゃべりを通して輪ができてくる。なんとなく輪ができる場を提供する事が必要。
＜年代別部会・学童期思春期部会＞

部会長には，互選により，小学校ＰＴＡの井越氏が選出される。

事務局　　　　全体統括部会の場で説明したが，具体的なプログラムの内容については，それぞれの年代別部会において行うこととなる。本日は，初顔合わせということもあるので，自己紹介と合わせて本日の感想，プログラムへの思いなどを発言いただきたい。
委員　　　　　　　　このようなプログラムは時宜にかなっており，親を支援することは大事である。ただし，プログラムを活用する場面は就学前子育て講座等があるが，参加しにくい人にどれだけ届けるかが大きな課題であろう。また，家にいても自分でやってみたいと思えるような内容にしたい。他府県の冊子を見ると分厚くて読みにくい。冊子等はシンプルなものでよいと思う。
委員　　　　　プログラムを有意義に活用できるものにしていかなければならない。
　　　　　　　また，冊子の表紙等は工夫して親しみやすいものに，プログラムの名称は柔らかく興味を引くものにしていただきたい。「親学習プログラム」等の言葉は硬い。

委員　　　　　　  保健所は乳幼児期が対象の中心であり，思春期は主な対象ではない。今回のプログラムの活用の場所がどれだけあるかといわれれば難しい。学校等以外に様々なところで使うプログラムを作るのは大変だと思う。親が子どもをどのようにしつけるのか，教え方のテキストも必要ではないか。また，親としての基本を教えられなかった親をどのように教えていくのか考える必要がある。
委員　　　　　　　　学童クラブ，昼間留守家庭などにおいても，活用できる有意義なものにしたい。

委員　　　　　　　　何らかの障害をもつ子どもの親は，子育てしにくい環境にあるといえる。自己否定にもつながりやすいので，自分自身を肯定できるようにしていきたい。

委員　　　　　　　　親支援プログラムのようなものは必要だと思っていた。なお，テキストは分かりやすいものとし，家庭の冷蔵庫に貼ったりできるものにするのが効果的だと思う。ただし，そういった内容を伝えたい保護者が来てくれないことが多く，どのように目を向けさせるかが，支援者の必要性であり，その活用は課題である。

全体委員　　　親の「支援」という言葉も適当なのか等も今後考えていただきたい。

　　　　　　　プログラムの主役は参加者であり，テキストはやわらかいものがよいだろう。参加しない人の参加が大きな課題である。

委員　　　　　　　　中学校の現場でも，課題のある親が学校等へ出て来ず困っている。支援者を組織的に広げて育て，地域で増やしていくことにより，井戸端会議等で話せる機会が増える。時間がかかる取組であるが進めていくしかない。
委員　　　　　　　　学校行事への参加やＰＴＡ活動に消極的な保護者の方が多い現状で，よい冊子ができても伝えていくことには心配がある。先日，全市小学校ＰＴＡの女性委員約140名が集まって，異なる支部のグループで地域の異なる者同士が話し合ったら，かえって言いやすく，障害や課題のあること等，あまり言えなかったことが言えて，意識が高いと思われた保護者でも，同じような悩みがあることが分かって盛り上がった。知らないグループだと個人的な話もしやすいので，こういうのも参考にしていただきたい。
委員　　　　　　　　私には小・中・高校生の3人の子どもがいるが，子どもや学校，ＰＴＡの様子を見ていて思うのは，小学校のうちは親が学校に行く機会も多く，親同士や担任との情報交換もしやすいし，子どもたちもよく話をするので，学校の様子もわかりやすい。また，高校生にもなれば自立・自覚も芽生え，何かトラブルがあった時でも，自己責任ということを言って聞かせられる年齢である。
　　　　　　　しかし，そのはざまの時期にあたる中学生は難しい年頃で，親子関係も不安定になりやすい。親よりも友だちとの関係を大切にし，口数も減ってくることから，子どもは子ども自身で悩み，親は親自身で悩んでいることも多いのではないかと思う。保護者と学校との連携がもっと必要だと思われるのに，なかなかＰＴＡ活動が充実していかないのが現状である。ほとんどの母親が仕事を持ち，ＰＴＡ活動に参加してくれる人が非常に限られてしまっている状況の中で，どうやってより多くの保護者に参加・協力してもらえるように活動を工夫していくかが大きな課題だと思う。

事務局　　　　次回の会議から，具体的なプログラム内容について検討していくこととする。
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（全体統括部会）：浅野，今井，大田，國場，塚原，西岡，橋本，長谷川，藤田，藤本，丸橋，山下（早）


（妊娠期乳幼児期部会）：飯吉，岩佐，木村，倉橋，寺本，中江，布野，東，平野，松尾，山内，山田，油谷，吉田


　（学童期思春期部会）：井越，井上，木下，木村（再掲），境，砂田，瀬戸，土井，中川，中東，山縣，牧嶋，水谷，三宅　　　　（五十音順・敬称略）














